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退棟された患者様の総数 

疾  患 退棟者数 

 

1 

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜下出血のシ

ャント手術後、脳腫瘍、脳炎、急性脳症、脊髄炎、多発

性神経炎、多発性硬化症、腕神経叢損傷等の発症又は

手術後、義肢装着訓練を要する状態 

 

 24名 

高次脳機能障害を伴った重傷脳血管障害、重度の頚

髄損傷及び頭部外傷を含む多部位外傷 
  0名 

2 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節もしくは膝関節の骨折又は

二肢以上の多発骨折の発症後又は手術後の状態 
94名 

3 外科手術又は肺炎等の治療時の安静により廃用症候群

を有しており、手術後または発症後の状態 
  1名 

4 大腿骨、骨盤、脊椎、股関節又は膝関節の神経、筋又

は靭帯損傷後の状態 
  0名 

5 股関節又は膝関節の置換術後の状態   0名 

計  119名 

 

 



患者様に提供した単位数       

脳血管疾患リハ  10177単位 

       廃用症候群リハ   520単位 

       運動器疾患リハ  28656単位 

       心大血管リハ     0単位 

呼吸器リハ        0単位 

合計  39353単位 
 

 

 

実績指数（※）   68.35点 

（厚生労働省基準値 40点以上） 
 

 

※：実績指数とは、期間内の入棟患者様のうち病院が除外基準該

当患者様を 3 割未満で任意に除外した患者様以外の全ての患

者様の、退棟時運動 FIM から入棟時運動 FIM を引いた値（改

善された数値）を在棟日数で除した値のことです。 

 

FIM(Functional Independence Measure)： 

機能的自立度評価法のことであり、運動 FIMと認知 FIMに分けられます。運動 FIM

は日常生活動作の障害の程度を評価する指標で 91点満点（13項目を 1～7点で評

価、最低 13点）です。点数が高いほど自立度が高いことを意味します。 

 


